
 

 

 恵那市立三郷小学校の地域学校協働活動の様子  

 

 

三郷小学校がめざす児童像「ふるさと三郷・恵那が大好きで、生き生きと学習し、将来社会に

出てたくましく活躍する人間 ～自立と共生の心と力を育てる～」 

 

 

 

 

 

 

 

三郷小学校では、「できる人が、できる時に、できることを、できる

範囲で」を原則に地域との協働活動を行っています。コーディネートは

主に教頭や担任が行っていますが、他に５０名余りのコーディネーター

（地元の退職校長や専門的な知識をもつ農家の方等）が、地域ボランテ

ィアやゲストティーチャーの確保、関係機関との連絡調整を行い、総合

的な学習の時間やクラブの時間を使って「畑の世話」「クラブ活動の指

導」「野菜の販売に関する調整や依頼」に取り組んでいます。 

 

 

〇恵那市が開催する総合防災訓練（水消火器や段ボールベッド体験、地域の危険個所を知る、防災ク 

イズ等の体験）に全児童が参加をして、地域の安全や防災の必要性を学びました。 

〇全学年がＪＡや農家とともに、生活科や総合的な学習の時間に米や野菜づくり（サツマイモ、キュ 

ウリ、トマト、キャベツ、大豆、トウモロコシ等）を学びました。特に、６年生は、地域の企業（東

海バイオ）による「地域の環境について考える（環境学習・キャリア学習）」の授業で「堆肥の作り

方」「土づくりの大切さ」等、安全な農作物と環境についての理解を深めました。ゲストティーチャ

ーの指導のもと、バイオ（菌）と学校給食の残菜や「道の駅らっせいみさと」から提供された出が

らし昆布、そばの実、野菜の皮等を混ぜ合わせて肥料を作成しています。学

校の畑で作った堆肥と肥料を混ぜて植えた白菜と赤かぶを収穫し、道の駅で

販売体験をしました。児童は、農家の工夫を知ることにより食を大切にする

思いを高めました。また、地域の環境について考えることができました。 

〇４～６年生のクラブ活動（歌舞伎、自然郷土、ボランティア、リコーダー） 

では、地元ゲストティーチャーから、伝統芸能の伝承や郷土愛、キャリア教  

育、ふるさと教育につながる指導を受けました。児童は各クラブで学んだこ 

とや練習したことを、公民館主催の文化祭で地域の方に披露しました。 

〇５、６年が、学校で練習した「三郷ソーラン」を町民スポーツ大会で披露し 

て拍手を浴びました。地域に発信することで自己肯定感を高めるとともに、 

地域の一員として自覚をもつことができました。 
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Plus 

平成３１年１月発行 

地域の願い 

コーディネーターの関わり方 

活動の工夫や効果 

・地域が早期発見し、未然に事件や事故を防ぐことができる安心安全な地域。 

・人間として社会性を養うことができる地域。 ・親を支えることができる地域。 

・地域は、学校の応援団である。 ・地域に根ざすこども園、小学校、中学校。 

・気持ちの良い挨拶が交わせる地域。 

地域学校協働活動について 

 

 

 

 

【学校運営委員会の本部４部門】 

「安心安全支援」 

「教科支援」 

「キャリア・ふるさと教育支援」

「家庭・図書教育支援」 

【協働活動】 

「登下校の見守り」「校舎内

外の整備」「教科支援」「生き

方学習」等 

 



 

 恵那市は、放課後子供教室を９カ所で実施しています。山岡小

校区の「やまっこクラブ」は、平成 19 年度から開催されている

歴史ある教室です。よりよい教室を目指して、保護者や青少年育

成関係者、まちづくり組織、学校の先生など、多くの方がサポー

ターとなって運営されているところが大きな特徴です。 

 

 クラフト（スノードーム）の様子より  
 

今回は、クリスマスに向けて「スノードーム」の制作

に取り組みました。ジャムの瓶とお気に入りの人形等を

使って、世界に一つのスノードームを作りました。サポ

ーターの指示を聞き、どの班も協力して作業が進みまし

た。人形を固定し、水のりと何種類かのラメを入れ、瓶の蓋を閉めれば完成です。ある女の子は、

瓶をひっくり返した瞬間、ラメが綺麗に巻き上がるのを見て、「わー、きれい！」「できた！でき

た！」と拍手をして大喜びでした。 

 

 やまっこクラブ全体の様子より  
 

やまっこクラブには、「並ばせ係」「あいさつ係」など、

子どもたちの役割があります。また、仲間と協力して片

付ける姿もあります。最後に、「高学年が低学年に教える

ことができた。低学年も教えられたようにできてよかっ

た。」と意見交流がされました。やまっこクラブは、子ど

もたちの社会性、自主性、創造性などの豊かな人間性を

育むとともに、大人の積極的な参画・交流による地域コ

ミュニティーの充実が図られ、子どもたちの安全・安心

な活動拠点（居場所）として位

置付いています。新 1 年生勧誘

用のメッセージカードには、こ

の教室の楽しさが書かれていま

した。 

 

 

 

 

 

恵那市放課後子供教室の様子から 

【活動内容と講師】 

■はじめの会レクリエーション（小

池氏）■自然体験ネイチャーゲーム

（恵那山ネイチャーゲームの会）■

作ってあそぼう！サイエンス（森井

氏）■防災いざというときの対応（恵

那市防災研究会）■フードパック調

理カレーと蒸しパン（食生活改善推

進協議会）■みんなで楽しくレクリ

エーション（小池氏）■クラフト登

り窯フェア作品（田口氏）■軽スポ

ーツ（スポーツ推進員連絡協議会）

■昔あそび（竹友の会）■クラフト

正月飾り（コーディネーター）■楽

しかったね。終わりの会マジックシ

ョー（近藤氏） 

【参加者の声】 

・小学校３年生から続けてクラブに入っている。今

までで一番印象に残っているのはネイチャーゲー

ム。学校の裏の山の中を探索して今まで見たこと

がない蝶を発見でき感動した。（６年生児童） 

・工作が一緒にできとても楽しかった。（2年生児童） 

 ．．ども 

スノードーム（児童作品） 

制作の様子 

全体での反省会の様子 

メッセージカード 


